
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
  

１        2017 年（平成 29年）5 月 31 日 五位組だより        第１４号 

２０１７年 
（平成 29年） 
５月３１日 

 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

題字・織田隆夫  

 

平
成
二
十
六
年
に
第
二
十
四
代
大
谷
光
真

（
即
如
）
門
主
か
ら
大
谷
光
淳
（
専
如
）
門

主
へ
と
法
統
継
承
式
（
お
代
替
わ
り
）
が
執

り
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
本
願
寺
で
は

伝
灯
奉
告
法
要
が
昨
年
か
ら
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。
五
位
組
で
は
、
さ
る
四
月
十
三
日
か
ら

十
四
日
に
か
け
て
、
僧
侶
・
寺
族
・
門
徒
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
一
二
八
名
で
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

十
三
日
の
朝
六
時
に
出
発
し
、
途
中
大
谷

本
廟
へ
立
ち
寄
り
、
お
昼
過
ぎ
に
本
願
寺
に

到
着
。
午
後
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
お
参
り
い

た
し
ま
し
た
。
法
要
後
の
「
伝
灯
の
つ
ど
い
」

で
は
専
如
門
主
の
人
柄
と
大
谷
家
の
温
か
さ

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は

京
都
で
一
泊
し
、
次
の
日
（
十
四
日
）
天
橋

立
に
立
ち
寄
っ
て
、
そ
の
日
の
夕
方
に
帰
着

い
た
し
ま
し
た
。 

 
伝
灯
奉
告
法
要
と
い
う
貴
重
な
ご
縁
を
み

な
さ
ん
と
と
も
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
が
、
今

回
は
予
定
よ
り
も
参
加
人
数
が
集
ま
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
な
反
省
点
で
す
。 

で
す
が
、
こ
れ
は
五
位
組
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
全
国
的
に
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
理
由
は
色
々
と
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
や
は
り
、
新
し
い
世
代
の
参
加
者 

団 体 参 拝 を 振 り 返 っ て 

         2017 年（平成 29年）5 月 31 日 五位組だより        第１４号   ４ 

黎 明 講 座 ご 案 内 

 
三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
二
十
七
日 

 

朝 

六
時 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
三
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 

 
 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時 

五位組 行事予定 

山
岸    

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

 
 
 

朝 

五
時
三
十
分 

 

歴
史
講
座 

日
程 

六
月
二
十
八
日
（
水
） 

場
所 

土
屋 

珉
照
寺 

講
師 

小
矢
部
市
西
中 

 

津
山 

玄
亮 

師 

   

日
程 

八
月
十
日 

（
木
） 

場
所 

立
野 

永
念
寺 

両
講
合
同
夏
講
座 

日
程 

八
月
四
日 

（
金
） 

場
所 

こ
ぶ
し
荘 

講
師 

高
岡
市
内
島 

 

 
 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

主
催 

二
十
五
日
講
・
平
等
講 

 

 

編 

集 

後 

記 
 

 
 

私
は
、
今
回
の
伝
灯
奉
告

法
要
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
法
要
を
無
事
に

済
ま
せ
帰
宅
し
た
私
に
、
家

族
か
ら
「
お
父
さ
ん
と
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
一
緒
に
お
参
り
し

て
い
た
夢
を
見
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
母
を

亡
く
し
た
私
は
、
こ
の
夢
の

話
を
聞
き
、
驚
き
と
仏
様
の

お
導
き
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
「
ご
縁
だ
な
」
と

お
も
い
ま
す
と
と
も
に
、
仏

様
の
心
に
寄
り
添
い
、「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
を
と
な
え
な
が

ら
日
々
を
精
進
し
な
け
れ
ば

と
深
く
深
く
感
じ
た
こ
と
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

合
掌 

五位組だより 第１４号 平成２９年５月３１日発行 

発行所 五位組組長事務所 (土屋 珉照寺内) / 編集・製作 五位組門徒推進員協議会 

各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

五位組組長  珉照寺 住職  山岸智史 

が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
昨
今
よ
く
言
わ
れ
ま
す
、
お
寺
へ
の

参
拝
者
の
減
少
等
と
地
続
き
の
問
題
だ
と
い
え

ま
す
。
今
回
の
伝
灯
奉
告
法
要
を
機
縁
に
新
し
い

世
代
と
の
ご
縁
を
結
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
。 

 

と
は
言
い
ま
し
て
も
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
全
員
無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当

に
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。
参
加
、
協
力
し
て
く
れ

た
全
て
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

  

 

 

ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会 

日
程 

九
月
十
日 

（
日
） 

場
所 

麻
生
谷 

西
光
寺 

 

 

 

大谷本廟、明著堂 ・ 親鸞聖人の廟所 

 

御影堂 ・ 伝灯奉告法要参拝 

第
十
九
回
五
位
組 

 

夏
休
み
子
ど
も
大
会



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  お 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
斎
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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内
島    

教
願
寺 

 

六
月
十
二
日 

昼 

二
時 

 

六
月
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

富
山
市
水
橋 

 
 

石
川 

了
英 

師 

笹
川    

廣
済
寺 

六
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

六
月
四
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 
昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
市
脇 

 
 
 
 

寺
西 
良
夫  

師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
六
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼 

二
時 

 

住
職
継
職
法
要 

六
月
十
七
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

 

法
話 

 

氷
見
市
布
施 

 
 
 

圓
山  

望  

師 

 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
十
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭 

師 

 

立
野    

永
念
寺 

八
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
中
保 

 
 

藤
田 

大
了 

師 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
岸    

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

昼 

二
時
三
十
分 

法
話 

 

南
砺
市
城
端 

 
 

杉
谷 

淳
志 

師 

赤
丸    

性
宗
寺 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼
二
時 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

新
原 

忠
男 

師 

本
保    

本
正
寺 

五
月
二
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 
 
 

秋
知 

仁
史 

師 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。※日程は変更になる場合があります。 

 
四
日
市  

浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
の
予
定 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
四
日 

朝
九
時
三
十
分 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

射
水
市
市
井 

 
 
 

公
文
名 

眞 

師 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

 

辻    
  

西
福
寺 

 

七
月
十
七
日 

朝 

十
時 

 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

石
川
県
加
賀
市 

日
下 

賢
裕 

師 

き
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（
50
代
夫
婦
） 

⑤ 

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
た
く
さ 

ん
の
参
加
者
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

（
60
代
女
性
） 

⑥ 

伝
灯
奉
告
法
要
で
は
前
列
に 

座
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
御
門
主
様
な

ど
が
間
近
に
見
え
て
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
て
楽
し
い

旅
行
が
で
き
ま
し
た
。
（
70
代
女
性
） 

 

⑦ 

伝
灯
奉
告
法
要
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
参

拝
さ
れ
て
い
た
事
が
本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
八
十
日
間
の
法
要
を
す
る

こ
と
は
大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
（
60
代
男
性
） 

  
 

帰
敬
式
に
つ
い
て 

⑧ 

帰
敬
式
の
時
、
静
か
で
厳
か
な 

雰
囲
気
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
い
し

た
。
最
近
世
の
中
が
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い

る
中
、
こ
の
時
間
は
大
変
貴
重
な
機
会

で
し
た
。
ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
参
拝
に
参
加
し
て
良
か
っ

た
で
す
。
感
謝
致
し
ま
す
。
（
60
代
女

性
） 

 

宿
泊
に
つ
い
て 

 

⑨ 

法
要
の
席
が
大
変
良
か
っ
た
、
ホ

テ
ル
の
食
事
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ

た
。
（
60
代
女
性
） 

⑩ 

和
風
式
の
方
が
良
い
。
（
酒
、
食

事
と
も
）
（
80
代
男
性
） 

⑪ 

久
し
ぶ
り
に
会
う
人
が
い
た
り

し
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
桜
も
満

開
で
感
激
で
し
た
。
ホ
テ
ル
も
近
く
キ

レ
イ
で
し
た
。
（
60
代
女
性
） 

 

 
 

団
体
参
拝
に
つ
い
て 

 

⑫ 

団
体
参
拝
の
お
か
げ
で
本
願
寺

の
立
派
な
所
々
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い

て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
（
70
代
女

性
） ⑬ 

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
お
寺
へ
足

が
向
く
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。
（
70
代

女
性
） 

 

⑭ 

お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
お

寺
様
方
々
に
感
謝
で
す
。
感
動
そ
し

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
60
代
女
性
） 

 

⑮ 

お
陰
様
で
清
々
し
い
旅
で
し

た
！
！
次
回
の
企
画
を
楽
し
み
に
し

て
居
り
ま
す
！
！
（
70
代
男
性
） 

 

五
位
組
は
第
七
期
で
四
月
十
三
日

～
十
四
日
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
参
拝

し
ま
し
た
。 

そ
の
時
の
帰
路
、
参
拝
者
の
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

法
要
に
つ
い
て 

① 

御
影
堂
で
の
座
席
が
す
ば
ら
し

く
良
い
場
所
（
前
列
）
で
あ
っ
た
為
、
生

涯
を
通
じ
て
思
い
出
に
残
る
参
拝
と
な

り
ま
し
た
。
御
門
主
様
に
は
健
康
に
留

意
さ
れ
、
浄
土
真
宗
の
布
教
に
尽
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
70
代
男
性
） 

② 

浄
土
真
宗
の
伝
統
の
重
み
と
厳

か
な
式
典
に
感
動
致
し
ま
し
た
。
（
60

代
女
性
） 

③ 

荘
厳
な
雰
囲
気
を
体
験
し
て

良
か
っ
た
。
お
経
の
節
は
平
生
の
も
の

と
違
い
ま
し
た
。
（
80
代
男
性
） 

④ 
当
初
は
家
族
の
み
で
納
骨
に
来

る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
団
体
参
拝

の
募
集
を
知
り
、
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
伝
灯
奉
告
法
要
と
い
う
、
滅
多

に
な
い
機
会
に
参
拝
す
る
こ
と
が
で

 

 法
善
寺 

 
 

高
岡
市
石
堤 

 
自
坊
紹
介 

 

武
部
家
初
代
は「
武
部
民
部
」
と

号
し
、「
織
田
陸
奥
守
氏
知
」
の
家
老

七
人
衆
の
筆
頭
家
老
と
し
て
仕
え

た
。
そ
の
後
、「
氏
友
」
は「
民
部
」
を

手
元
に
残
し
出
家
し
た
が
、
七
人
衆

は
筆
頭
家
老
「
民
部
」
を
中
心
に
、
石

堤
村
・
赤
丸
村
・
谷
内
村
・
五
位
山
・

石
動
水
牧
・
五
十
里
・
砺
波
太
田
村

等
に
農
耕
武
士
と
し
て
住
を
構
え
戦

乱
の
世
を
生
き
ぬ
い
た
。
百
九
十
年

後
、
戦
乱
の
世
も
落
ち
着
き
一
五
二

九
年(
享
禄
二
年)

子
孫
が
出
家
し

「
円
乗
」
に
改
め
法
善
寺
の
開
基
に
至

っ
た
。 

※
そ
の
他
歴
史
的
詳
細
は
、
五
位
組

だ
よ
り
第
十
二
号
「
長
光
寺
自
坊

紹
介
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

開
基
よ
り
四
百
八
十
八
年
、
現
在

は
二
十
一
代(

武
部
淳
示)

と
な
り
、

戦
前
よ
り
続
く
青
年
報
恩
講
で
の
お

経
練
習
会
、
地
蔵
祭
勤
行
、
長
光
寺

教
化
団
体
の
お
世
話
等
、
地
域
の
門

信
徒
の
方
々
に
支
え
ら
れ
ご
法
義
相

続
に
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 

 

法
善
寺
は
、
石
堤
の
山
間
に
長
光

寺
と
と
も
に
住
す
る
寺
院
で
あ
る
。
寺

伝
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
時
代 

一
三
四

〇
年(

興
国
元
年) 

宗
良
親
王 

(

後
醍

醐
天
皇
の
皇
子)

の
随
身
、「
織
田
陸
奥

守
氏
知
」(

初
代
長
光
寺
住
職
「
超
円
」) 

の
家
臣
と
し
て
越
中
国
に
入
国
し
た

と
い
わ
れ
る
。 

 

 

伝
灯
奉
告
法
要
に
参
拝
し
て 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  お 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
斎
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

          2017 年（平成 29年）5 月 31 日 五位組だより        第１４号      ２ 

   

 

３        2017 年（平成 29年）5 月 31 日 五位組だより            第１４号 

 

内
島    

教
願
寺 

 

六
月
十
二
日 

昼 

二
時 

 

六
月
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

富
山
市
水
橋 

 
 

石
川 

了
英 

師 
笹
川    

廣
済
寺 

六
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

六
月
四
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
市
脇 

 
 
 
 

寺
西 

良
夫  

師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
六
日 

 

朝 
九
時
三
十
分 

 

昼 

二
時 

 
住
職
継
職
法
要 

六
月
十
七
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

 

法
話 

 

氷
見
市
布
施 

 
 
 

圓
山  
望  

師 

 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
十
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭 

師 

 

立
野    

永
念
寺 

八
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
中
保 

 
 

藤
田 

大
了 

師 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
岸    

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

昼 

二
時
三
十
分 

法
話 

 

南
砺
市
城
端 

 
 

杉
谷 

淳
志 

師 

赤
丸    

性
宗
寺 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼
二
時 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

新
原 

忠
男 

師 

本
保    

本
正
寺 

五
月
二
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 
 
 

秋
知 

仁
史 

師 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。※日程は変更になる場合があります。 

 
四
日
市  

浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
の
予
定 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
四
日 

朝
九
時
三
十
分 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

射
水
市
市
井 

 
 
 

公
文
名 

眞 

師 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

 

辻    
  

西
福
寺 

 

七
月
十
七
日 

朝 

十
時 

 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

石
川
県
加
賀
市 

日
下 

賢
裕 

師 

き
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（
50
代
夫
婦
） 

⑤ 

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
た
く
さ 

ん
の
参
加
者
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

（
60
代
女
性
） 

⑥ 

伝
灯
奉
告
法
要
で
は
前
列
に 

座
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
御
門
主
様
な

ど
が
間
近
に
見
え
て
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
て
楽
し
い

旅
行
が
で
き
ま
し
た
。
（
70
代
女
性
） 

 

⑦ 

伝
灯
奉
告
法
要
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
参

拝
さ
れ
て
い
た
事
が
本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
八
十
日
間
の
法
要
を
す
る

こ
と
は
大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し

た
。
（
60
代
男
性
） 

  
 

帰
敬
式
に
つ
い
て 

⑧ 

帰
敬
式
の
時
、
静
か
で
厳
か
な 

雰
囲
気
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
い
し

た
。
最
近
世
の
中
が
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い

る
中
、
こ
の
時
間
は
大
変
貴
重
な
機
会

で
し
た
。
ど
う
も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
参
拝
に
参
加
し
て
良
か
っ

た
で
す
。
感
謝
致
し
ま
す
。
（
60
代
女

性
） 

 

宿
泊
に
つ
い
て 

 
⑨ 
法
要
の
席
が
大
変
良
か
っ
た
、
ホ

テ
ル
の
食
事
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ

た
。
（
60
代
女
性
） 

⑩ 

和
風
式
の
方
が
良
い
。
（
酒
、
食

事
と
も
）
（
80
代
男
性
） 

⑪ 

久
し
ぶ
り
に
会
う
人
が
い
た
り

し
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
桜
も
満

開
で
感
激
で
し
た
。
ホ
テ
ル
も
近
く
キ

レ
イ
で
し
た
。
（
60
代
女
性
） 

 

 
 

団
体
参
拝
に
つ
い
て 

 

⑫ 

団
体
参
拝
の
お
か
げ
で
本
願
寺

の
立
派
な
所
々
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い

て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
（
70
代
女

性
） ⑬ 

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
お
寺
へ
足

が
向
く
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。
（
70
代

女
性
） 

 

⑭ 

お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
お

寺
様
方
々
に
感
謝
で
す
。
感
動
そ
し

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
60
代
女
性
） 

 

⑮ 

お
陰
様
で
清
々
し
い
旅
で
し

た
！
！
次
回
の
企
画
を
楽
し
み
に
し

て
居
り
ま
す
！
！
（
70
代
男
性
） 

 

五
位
組
は
第
七
期
で
四
月
十
三
日

～
十
四
日
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
参
拝

し
ま
し
た
。 

そ
の
時
の
帰
路
、
参
拝
者
の
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

法
要
に
つ
い
て 

① 

御
影
堂
で
の
座
席
が
す
ば
ら
し

く
良
い
場
所
（
前
列
）
で
あ
っ
た
為
、
生

涯
を
通
じ
て
思
い
出
に
残
る
参
拝
と
な

り
ま
し
た
。
御
門
主
様
に
は
健
康
に
留

意
さ
れ
、
浄
土
真
宗
の
布
教
に
尽
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
70
代
男
性
） 

② 

浄
土
真
宗
の
伝
統
の
重
み
と
厳

か
な
式
典
に
感
動
致
し
ま
し
た
。
（
60

代
女
性
） 

③ 

荘
厳
な
雰
囲
気
を
体
験
し
て

良
か
っ
た
。
お
経
の
節
は
平
生
の
も
の

と
違
い
ま
し
た
。
（
80
代
男
性
） 

④ 

当
初
は
家
族
の
み
で
納
骨
に
来

る
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
団
体
参
拝

の
募
集
を
知
り
、
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
伝
灯
奉
告
法
要
と
い
う
、
滅
多

に
な
い
機
会
に
参
拝
す
る
こ
と
が
で

 

 法
善
寺 

 
 

高
岡
市
石
堤 

 

自
坊
紹
介 

 

武
部
家
初
代
は「
武
部
民
部
」
と

号
し
、「
織
田
陸
奥
守
氏
知
」
の
家
老

七
人
衆
の
筆
頭
家
老
と
し
て
仕
え

た
。
そ
の
後
、「
氏
友
」
は「
民
部
」
を

手
元
に
残
し
出
家
し
た
が
、
七
人
衆

は
筆
頭
家
老
「
民
部
」
を
中
心
に
、
石

堤
村
・
赤
丸
村
・
谷
内
村
・
五
位
山
・

石
動
水
牧
・
五
十
里
・
砺
波
太
田
村

等
に
農
耕
武
士
と
し
て
住
を
構
え
戦

乱
の
世
を
生
き
ぬ
い
た
。
百
九
十
年

後
、
戦
乱
の
世
も
落
ち
着
き
一
五
二

九
年(

享
禄
二
年)

子
孫
が
出
家
し

「
円
乗
」
に
改
め
法
善
寺
の
開
基
に
至

っ
た
。 

※
そ
の
他
歴
史
的
詳
細
は
、
五
位
組

だ
よ
り
第
十
二
号
「
長
光
寺
自
坊

紹
介
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

 

開
基
よ
り
四
百
八
十
八
年
、
現
在

は
二
十
一
代(

武
部
淳
示)

と
な
り
、

戦
前
よ
り
続
く
青
年
報
恩
講
で
の
お

経
練
習
会
、
地
蔵
祭
勤
行
、
長
光
寺

教
化
団
体
の
お
世
話
等
、
地
域
の
門

信
徒
の
方
々
に
支
え
ら
れ
ご
法
義
相

続
に
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。 

 

法
善
寺
は
、
石
堤
の
山
間
に
長
光

寺
と
と
も
に
住
す
る
寺
院
で
あ
る
。
寺

伝
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
時
代 

一
三
四

〇
年(

興
国
元
年) 

宗
良
親
王 

(

後
醍

醐
天
皇
の
皇
子)

の
随
身
、「
織
田
陸
奥

守
氏
知
」(

初
代
長
光
寺
住
職
「
超
円
」) 

の
家
臣
と
し
て
越
中
国
に
入
国
し
た

と
い
わ
れ
る
。 

 

 

伝
灯
奉
告
法
要
に
参
拝
し
て 
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念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

題字・織田隆夫  

 

平
成
二
十
六
年
に
第
二
十
四
代
大
谷
光
真

（
即
如
）
門
主
か
ら
大
谷
光
淳
（
専
如
）
門

主
へ
と
法
統
継
承
式
（
お
代
替
わ
り
）
が
執

り
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
本
願
寺
で
は

伝
灯
奉
告
法
要
が
昨
年
か
ら
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。
五
位
組
で
は
、
さ
る
四
月
十
三
日
か
ら

十
四
日
に
か
け
て
、
僧
侶
・
寺
族
・
門
徒
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
一
二
八
名
で
参
拝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

十
三
日
の
朝
六
時
に
出
発
し
、
途
中
大
谷

本
廟
へ
立
ち
寄
り
、
お
昼
過
ぎ
に
本
願
寺
に

到
着
。
午
後
の
伝
灯
奉
告
法
要
に
お
参
り
い

た
し
ま
し
た
。
法
要
後
の
「
伝
灯
の
つ
ど
い
」

で
は
専
如
門
主
の
人
柄
と
大
谷
家
の
温
か
さ

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は

京
都
で
一
泊
し
、
次
の
日
（
十
四
日
）
天
橋

立
に
立
ち
寄
っ
て
、
そ
の
日
の
夕
方
に
帰
着

い
た
し
ま
し
た
。 

 

伝
灯
奉
告
法
要
と
い
う
貴
重
な
ご
縁
を
み

な
さ
ん
と
と
も
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
し
た
が
、
今

回
は
予
定
よ
り
も
参
加
人
数
が
集
ま
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
な
反
省
点
で
す
。 

で
す
が
、
こ
れ
は
五
位
組
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
全
国
的
に
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
理
由
は
色
々
と
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
や
は
り
、
新
し
い
世
代
の
参
加
者 

団 体 参 拝 を 振 り 返 っ て 

         2017 年（平成 29年）5 月 31 日 五位組だより        第１４号   ４ 

黎 明 講 座 ご 案 内 

 
三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
二
十
七
日 

 

朝 

六
時 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 
 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
三
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 

 
 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時 

五位組 行事予定 

山
岸    
珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

 
朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

 
 
 

朝 
五
時
三
十
分 

 

歴
史
講
座 

日
程 

六
月
二
十
八
日
（
水
） 

場
所 

土
屋 

珉
照
寺 

講
師 

小
矢
部
市
西
中 

 

津
山 

玄
亮 

師 

   

日
程 

八
月
十
日 

（
木
） 

場
所 

立
野 

永
念
寺 

両
講
合
同
夏
講
座 

日
程 

八
月
四
日 

（
金
） 

場
所 

こ
ぶ
し
荘 

講
師 

高
岡
市
内
島 

 

 
 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

主
催 

二
十
五
日
講
・
平
等
講 

 

 

編 

集 

後 

記 
 

 
 

私
は
、
今
回
の
伝
灯
奉
告

法
要
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
法
要
を
無
事
に

済
ま
せ
帰
宅
し
た
私
に
、
家

族
か
ら
「
お
父
さ
ん
と
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
一
緒
に
お
参
り
し

て
い
た
夢
を
見
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
母
を

亡
く
し
た
私
は
、
こ
の
夢
の

話
を
聞
き
、
驚
き
と
仏
様
の

お
導
き
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
「
ご
縁
だ
な
」
と

お
も
い
ま
す
と
と
も
に
、
仏

様
の
心
に
寄
り
添
い
、「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
を
と
な
え
な
が

ら
日
々
を
精
進
し
な
け
れ
ば

と
深
く
深
く
感
じ
た
こ
と
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

合
掌 
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各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

五位組組長  珉照寺 住職  山岸智史 

が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
昨
今
よ
く
言
わ
れ
ま
す
、
お
寺
へ
の

参
拝
者
の
減
少
等
と
地
続
き
の
問
題
だ
と
い
え

ま
す
。
今
回
の
伝
灯
奉
告
法
要
を
機
縁
に
新
し
い

世
代
と
の
ご
縁
を
結
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
ま
し
た
。 

 

と
は
言
い
ま
し
て
も
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
全
員
無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
本
当

に
良
か
っ
た
こ
と
で
す
。
参
加
、
協
力
し
て
く
れ

た
全
て
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

  

 

 

ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会 

日
程 

九
月
十
日 

（
日
） 

場
所 

麻
生
谷 
西
光
寺 

 

 

 

大谷本廟、明著堂 ・ 親鸞聖人の廟所 

 

御影堂 ・ 伝灯奉告法要参拝 

第
十
九
回
五
位
組 

 

夏
休
み
子
ど
も
大
会
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